
国際労働機関（ILO）が2002年のこの日に児童労働に関するグローバルレポートを
初めて審議・発表したことにちなんで制定しました。

参考・引用

・ユニセフ(国連児童基金)、国際労働機関(ILO)『Child Labour: Global estimates 2020, trends and the road forward)』（英語・12ページほか）
・ユニセフ(国連児童基金)「世界子供白書2019・2021」(2019和訳版 P.197・2021抄訳版 P.39）
　※5～17歳の世界人口は、表1　人口指標の18歳未満の世界人口から5歳未満の世界人口を引いて算出

6/12
児童労働反対世界デー

World Day Against Child Labour

世界の5～17歳の子どものうち、＿人に1人が働いている？！

最終更新：2024年2月5日

児童労働とは18歳未満の危険・有害な労働のことで、国際条約や各国の法律で
禁止されています。しかし、2020年時点で児童労働をしている5～17歳の子どもは
世界で1億6,000万人おり、半数以上が5～11歳の子どもと推計されています。
ヒント：2018・2020年当時、5～17歳の子どもの世界人口は約17億人でした。

働く子どもの1日（例） 
右図と私たちの生活と比べてみましょう。

有害物質だらけ・安全器具がない・ 炎天下
などの過酷な場所・環境で朝から晩まで

長時間働かされる子どもが多くいます。

児童労働をしている子どもは、勉強したり

遊んだりする時間も取れず、少し休んだ

だけで雇い主から叱られたり、暴力を

受けたりすることもあります。

もらえる給料は1日数十円程度、
無給（タダ働き）のことも…

最悪の形態の児童労働（一例） 
●人身売買（お金で子どもを売買すること）
●性産業（児童ポルノ、買春）
●麻薬の製造・密売などの不法行為
●子ども兵士
●強制・債務労働（借金を返すため、
奴隷のように働かされること）

このほか、ICTの発達によって、新たな形の
児童労働がサイバー空間でも起きています。

児童労働根絶のために
子ども時代は一生のうちその時限りです。

「学校に行きたい・友達と遊びたいけど

働かなきゃいけない…」という状況を
終わらせるために、できることを考えて

取り組んでみよう！

答え：約10人に1人

https://www.ilo.org/wcmsp5/groups/public/---ed_norm/---ipec/documents/publication/wcms_797515.pdf
https://www.unicef.or.jp/sowc/2019/
https://www.unicef.or.jp/sowc/2021/

